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２０１５年４月１７日 
ＮＥＣネッツエスアイ株式会社 

 

 

ＮＥＣネッツエスアイ 新入社員による東北復興支援活動（４年目）を実施 

～被災地を忘れず、新入社員の貢献意識を育成～ 
 

 

 

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社（本社：東京文京区 代表取締役執行役員社長：和田雅夫、以

下、ＮＥＳＩＣ）は、2015 年 4 月 6 日～10 日に、宮城県本吉郡南三陸町および岩手県陸前高田

市において、本年入社のグループ新入社員１２８名による東北復興支援活動を実施しました。 

 

 本復興支援活動は、東日本大震災の翌年から行っているもので、東北の復興の一助として活動

するとともに、公共のインフラを手掛ける企業として新入社員の社会貢献意識を醸成することを目的

としており、今回が４年目です。 

活動内容については、被災地のガレキ処理からはじまり、草取りなどの環境整備活動や復興に

関するディスカッションなど、被災地の現状を踏まえながら実施・拡大してきており、昨年度からは、対

象となる新入社員も当社グループ会社へと広げております。 

 

新入社員は、南三陸町の仮設住宅周辺における整地や畑作りなどの環境整備に取り組んだ他、

佐藤南三陸町長、戸羽陸前高田市長ならびに語り部の方々のお話を聞き、被災地をその目で見

ることで、現状を体感いたしました。環境整備活動の際には、震災から４年を経た今でも、茶碗や衣

服などが土中から発見されるなど、震災の生々しい爪痕を実感いたしました。また、今回の新たな活

動としては、地場産業復興のため、漁業支援（写真参照：メカブの切り分け作業・ホタテの原盤つ

り）を実施いたしました。 
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なお、従来の研修は全３日の日程で、被災地での最後のプログラムとして復興に対するフリーディ

スカッションを行っておりましたが、東北での時間を復興支援と被災地の現状を知ることに全て振り向

けるため、また、充分な議論の時間をとるため、帰京後の４日目に実施いたしました。「当社の一員と

して」何ができるかということに議論のフォーカスをあて、「ICT を活用して、これから生まれる次世代に

も大震災の経験を伝えるシステム」、「災害情報を効果的に伝えるシステム」などの意見が出されま

した。 

 

ＮＥＳＩＣは、「できることから少しずつ」を合言葉に、国際協力、環境、災害支援、地域貢献など

の社会貢献活動に積極的に取り組んでいます。被災地支援活動においても、同合言葉のもと、「ひ

まわりハウス」（注 1）の設置・運営に加え、本社ビルにおける東北地方物産展の開催や、被災地小

学校における「南極くらぶ」（注 2）の実施などを行ってまいりました。また、ＮＥＣグループの進める東北

復興支援活動「NEC “TOMONI” プロジェクト（注 3）」にも積極参加し、国内各地に勤務する社

員がボランティア活動を行ってまいりました。今回の活動を通じ、社員が継続的に社会貢献活動に

参加し続ける土壌作りを進めてまいります。 

 

以上 

 

 

(注 1) ひまわりハウス  http://www.nesic.co.jp/himawari/index.html 

ＮＥＳＩＣが 2012 年 11 月 1 日に、岩手県陸前高田市とその周辺地域に新たな事業を興し、復興促進の手助けをするこ

とを目的に同市に開設したログハウス。同地域の復興や復興を目指す多様な人たちが知識や技術を共有し合い、新しい

アイデアやビジネスを創造できるコワーキング・スペースとして設置した。情報や意見交換などの活発なコミュニケーションを支

援するために、ブロードバンド回線や、パソコン、スマートタブレットなどの各種端末の利用が可能。また、テレビ会議用の大

型ディスプレイや、超短焦点プロジェクターを搭載したインタラクティブホワイトボードなども用意。 

 

(注 2）南極くらぶ 

ＮＥＳＩＣの越冬隊経験者が１年間の南極生活で得たさまざまな体験をもとに行う、南極の天候・動物等の自然科学や生

活などについての出張授業。「砕氷艦しらせ」の勇姿や、オーロラ・動物・気候などの自然、越冬隊の生活などを動画を交

えて紹介するだけでなく、南極の氷や隊員の防寒服にも直接触れてもらい、楽しみながら南極について知っていただく機会

としている。 

 

(注 3)  

NEC “TOMONI” プロジェクト http://jpn.nec.com/community/ja/disaster/index.html 

NEC グループの被災地支援活動。社員が実際に被災地へ行ってボランティア活動をおこなう社員参加型の活動を中心に

展開している。今回の新入社員によるボランティア活動も、「NEC “TOMONI” プロジェクト」事務局の協力を得ている。 

 

 

＜本件に関するお客様からのお問い合わせ先＞ 

ＮＥＣネッツエスアイ ＣＳＲコミュニケーション部 環境・社会貢献グループ 

電話：（０３）６６９９－７００４ 

E-Mail：csr-sk@dm.nesic.com 
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 ＮＥＣネッツエスアイは、お客様の目線に立った 

これからのコミュニケーションをデザインする会社として 

お客様の価値向上に取り組んでまいります。 


